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・ 田子の浦に うち出でてみれば 白妙の 富士の高嶺に 雪は降りつつ（山部赤人） 
・ 鵲の 渡せる橋に 置く霜の 白きを見れば 夜ぞふけにける（大伴家持） 














点 (a , b) を中心とする半径 r の円（円周）の方程式は、 







x 軸 y 軸平面上に配置される点の集合としての円には、動きも遠心性も勢いも、さらには線
形性もない。いっぽう一般に人が腕を動かして記す円には何らかの表情が含まれる。 












「飲酒」 其の五、東晋 陶淵明 
結廬在人境    廬を結んで人境にあり 
而無車馬喧    而も車馬の喧しき無し 
問君何能爾    君に問う 何ぞ よくしかるや と 
心遠地自偏    心遠ければ 地 おのずから 偏なり 
采菊東籬下    菊を采る 東籬のもと 
悠然見南山    悠然として南山を見る 
山気日夕佳    山気 日夕に佳く 
飛鳥相与還    飛鳥 相い与に還る 
此中有真意    此の中に真意有り 
























































里は約 400 メートル。したがって 1000
里は約 400 キロメートル）四方を王畿



































































































































































































  ・『コトバの哲学』（山元一郎著 1965 年 岩波書店） 
  ・『言語はなぜ哲学の問題になるのか』（イアン・ハッキング著 1989 年勁草書房） 
２「一円相画賛「これくうてちゃのめ」」仙崖作（出光コレクション） 
３ たとえば「コスモスとアンチコスモス」（井筒俊彦『コスモスとアンチコスモス』1989 年 岩波書店所収）
pp217 以降など 
４ 『老子道徳経』第 1 章 
５ 『礼記』王制 
６ 『礼記』禮運 








                                                   
